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1■第５回全国こども科学映像祭表彰式・講演会・上映会
■文化庁メディア芸術祭10周年企画展「日本の表現力」

■「確かな学力」の向上を図るICT活用－ICTを活用した教育効果の検証結果の報告－
■第30回 KIUインターネット教育研究フォーラム

■情報教育対応教員研修全国セミナー
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AV情報
■第５回全国こども科学映像祭
表彰式・講演会・上映会
　子どもたちの科学映像作品コ
ンクールを主催する（独）科学
技術振興機構、（財）日本科学映
像協会他による標記表彰式・上
映会が下記のとおり行われる。
〈日時〉
平成19年１月７日（日）
10：00開 場、10：30上 映 会、
11：00表彰式・講演会他
〈会場〉
日本科学未来館（東京都江東区
青海2-41）
〈内容〉
入賞作品上映、表彰式、講演会他
〈問い合わせ先〉
（財）日本科学映像協会
TEL 03-3504-1625
■文化庁メディア芸術祭10周
年企画展「日本の表現力」
　新しい表現領域であるメディ

ア芸術の振興を目的に、今年で
10年目を数える「文化庁メデ
ィア芸術祭」は、六本木に新し
く開館する国立新美術館で開催
される。本企画展では、「日本
のメディア芸術」を、現在・過
去・未来の３つの視点で紹介す
る。
入場無料。
〈日程〉
平成19年１月21日（日）～２
月４日（日）
〈会場〉
国立新美術館（東京都港区六本
木7-22-2）
〈内容〉
展示　⑴日本のメディア芸術
1950－2006　⑵表現の源流　
⑶未来への可能性
イベント　シンポジウム、ライ
ブ、トークセッション、その他
特別プログラムの上映も予定。
〈問い合わせ先〉
CG－ARTS協会「文化庁メデ

ィア芸術祭事務局」
TEL 03-3535-3501
http://plaza.bunka.go.jp/ex/

研究会情報
■「確かな学力」の向上を図る
ICT活用－ICTを活用した教育
効果の検証結果の報告－
　文部科学省、（独）メディア教
育開発センター、「ICTを活用
した指導の効果の調査」研究会
主催による標記フォーラムが下
記の要領にて行われる。
〈日時〉
平成19年１月26日（金）
13：00～16：30
〈会場〉
東京国際交流館プラザ平成国際
交流会議場（東京都江東区青海
2-79）
〈内容〉
事業概要説明、実証授業を実践
された先生方によるICT活用効果
の説明、パネルディスカッション
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司会：清水康敬氏（（独）メディ
ア教育開発センター理事長）
パネリスト：嶋貫和男氏（文部
科学省初等中等教育局参事官）他
〈申し込み〉
参加費は無料だが、事前登録が
必 要。http://www.nime.ac.jp/
it-gaku/2006/より申し込み。
定員になり次第締切。
〈問い合わせ先〉
（独）メディア教育開発センター
事業推進部企画調査課
TEL 043-298-3083～4
■第30回　KIUインターネッ
ト教育研究フォーラム
　「これからの情報教育を考え
る」をテーマに、特定非営利活
動法人柏インターネットユニオ
ン、KIUインターネット教育研
究会主催による標記研究フォー
ラムが下記の要領にて行われる。
〈日時〉
平成19年１月27日（土）9：30
開場。

〈会場〉
（株）内田洋行東京ショールーム
Ｃ３（東京都中央区新川2-4-7）
〈内容〉
10：00～10：05日程説明等
10：05～11：45実践・研究発表
13：15～14：45シンポジウム
15：00～16：45パネルディスカ
ッション等
〈対象〉　
教育関係者およびこの領域に関
心のある方
〈参加申し込み方法〉　
参加費は無料（懇親会は別途）。
h t t p : / / www . k i u . a d . j p /
forum/30/より参加登録をする。
〈問い合せ先〉
特定非営利活動法人柏インター
ネットユニオン事務局
E-Mail sec@kiu.ad.jp
■情報教育対応教員研修全国セ
ミナー
　（社）日本教育工学振興会主催
により、「教員１人１台時代の

ICT活用」をテーマに、下記の
ようにセミナーが開催される。
〈日時〉
平成19年2月3日（土）13：00
～17：30（12：30受付）
〈会場〉
ベルサール九段（東京都千代田
区九段北1-8-10）
〈対象〉
教育委員会の職員、学校の教職
員
〈内容〉
基調講演「学校教育の情報化
の現状と展望（仮題）」（文部科
学省）、実践報告、情報交換会、
パネルディスカッション
〈申し込み先〉
参加費は無料。http://www.
skymenu.net/seminar/ よ り 申
し込む。定員110名になり次
第締切。
〈問い合わせ先〉
（社）日本教育工学振興会
TEL 03-5575-5365　

Book Review

ブックレビュー

「歴史をつくったアニメ・
キャラクターたち　ディズ
ニー、手塚からジブリ、ピ
クサーへ」
おかだえみこ著　（株）キネマ旬報社
2006年11月刊　四六判　200頁
1,890円（税込）

　ディズニーの「白雪姫」以来
今日に至る内外のカラー長編ア
ニメ作品の数々を比較・分析・
整理して、それらの相互関係や
相互作用を明らかにしてくれた
啓発書。ぞくぞくする面白さで
ずいぶんと教えられもした。
　実は私も、この本で取り上げ
られた作品の半数以上は見てい
た。しかし、どれも“たのしか
った”“きれいだった”という
上っ面だけの見方で、作者の意
図や制作過程まで考慮に入れた
深い見方は、〈メディア教育〉
以前の私にはできなかった。お
まけに私は、これらの作品を
個々ばらばらに見ただけで、そ
れらの間にどんな関係があるか
など、考えてもみなかった。
　その私が、この本によって、
失いかけた作品の記憶を前より
も鮮やかに呼び戻し、しかも

個々の“点”であった作品の間
に“線”としてのダイナミック
な相互関係（影響、交流など）
があることに気づかされた。し
かも、その相互関係は国境を越
えている。私は、眼前が一挙に
明るくなる思いだった。
　私と同じような〈メディア教
育〉以前の世代にとって、この
本は必読書である。これまでア
ニメをあまり見てこなかった人
も、恐れる必要はない。主要な
作品には、著書自身による内容
の要約がつけられて、よく分か
るようになっているからだ。
　私がベストテンに数える「う
しろの正面だあれ」（有原誠治
監督）に一言も触れていないの
が、私にとって大きな不満。そ
れに、作品別・人名別の索引を
付け加えてほしかったと思う。
（筑波大学名誉教授　大内茂男）


